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1９ 

こ
の
年
、
能
楽
専
門
の
学
術
剛
体
と
し
て
「
能
楽
学
会
」
が
発
足
し

た
。
学
会
の
愈
義
に
つ
い
て
は
竹
木
枠
夫
氏
「
能
楽
学
会
発
旭
に
よ
せ

て
」
（
一
文
学
一
隅
月
刊
３
「
４
．
７
月
）
に
詳
し
く
、
こ
こ
で
繰
り
返

す
必
要
は
あ
る
ま
い
。
紅
猫
氏
「
能
楽
学
会
」
の
設
立
」
（
「
芸
能
史

研
究
」
肺
。
４
Ⅱ
）
を
初
め
と
し
て
学
会
に
対
す
る
要
望
が
各
方
面
か

ら
満
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
発
足
と
何
時
に
す
べ
て
の
期
待
に
応
え
る
こ

と
は
で
き
ま
い
。
徐
々
に
力
を
つ
け
能
楽
研
究
を
批
進
す
る
核
と
な
っ

て
い
く
も
の
と
思
う
“
六
Ⅱ
二
九
・
三
○
Ⅱ
に
附
か
れ
た
第
》
川
の
大

会
で
は
伊
藤
正
義
・
表
章
氏
に
よ
る
識
演
と
九
本
の
研
究
発
表
が
あ
り
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
内
容
で
、
能
楽
研
究
の
様
々
な
分
野
で
の
現

在
の
水
準
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
学
会
の
機
関
誌
等
で
親
年

椚
字
化
さ
れ
る
の
で
、
本
稿
で
個
々
に
取
り
ｋ
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。

も
う
一
つ
桃
Ⅱ
す
べ
き
動
き
と
し
て
阯
阿
弥
の
名
を
趣
す
る
雑
誌

「
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」
の
創
刊
が
あ
る
。
「
中
世
の
芸
術
と
文
学
」
の
副
題
が

あ
り
、
能
楽
に
限
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
創
刊
号
（
Ａ
５
判
狐

頁
。
１
月
。
森
話
社
。
二
四
○
○
円
）
は
「
世
阿
弥
と
そ
の
時
代
」
の

特
集
で
、
渡
避
守
埖
氏
と
繍
染
の
松
岡
心
平
氏
に
よ
る
対
談
、
丸
谷
才

了
久
保
川
淳
氏
の
エ
ッ
セ
イ
、
岡
怖
膝
郎
氏
の
識
、
水
原
紫
苑
氏
の

研
究
展
望
（
平
成
十
四
年
）

短
歌
の
他
、
八
編
の
論
文
が
掲
救
さ
れ
て
い
る
。
濡
手
研
究
打
に
よ
る

力
作
が
川
炊
つ
が
、
論
文
に
つ
い
て
は
「
論
文
」
の
〃
で
個
々
に
取
り

上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。
た
だ
創
刊
時
に
は
年
二
回
刊
行
の
予
定
で

あ
っ
た
の
が
、
２
号
は
翌
年
に
持
ち
越
し
、
早
く
も
ベ
ー
ス
ダ
ウ
ン
気

味
で
あ
る
。
順
調
な
継
続
を
期
待
し
た
い
。

で
は
以
下
、
こ
の
年
の
成
采
を
単
行
本
・
論
文
に
わ
け
、
多
分
に
似

打
的
に
だ
が
分
野
ご
と
に
凡
て
い
く
こ
と
と
す
る
ぃ

単
行
本

「
磯
馴
帖
松
風
篇
・
村
雨
篇
」
｛
伊
藤
正
義
濫
修
・
磯
馴
帖
刊
行
会

編
。
二
Ⅲ
。
Ａ
５
判
細
・
棚
頁
。
７
Ⅱ
〕
和
泉
背
院
。
四
○
○
○
○
円
）

「
伊
藤
正
災
先
生
占
柿
肥
念
古
典
溢
料
雄
」
で
あ
る
ロ
伊
膝
氏
の
研

究
の
柵
広
さ
に
対
応
し
た
幅
広
い
分
野
で
の
人
下
し
が
た
い
盗
料
が
染

め
ら
れ
、
能
楽
関
係
は
「
松
風
鮒
」
に
収
め
ら
れ
る
。
小
林
健
二
氏

「
謡
絵
本
松
風
」
は
、
大
阪
女
子
大
学
蔵
「
謡
曲
松
風
」
の
カ
ラ
ー
の

影
印
。
能
〈
松
風
〉
を
奈
良
絵
本
に
仕
立
て
た
も
の
の
一
つ
で
江
戸
初
期

の
も
の
で
あ
る
『
）
味
〃
他
・
堀
、
順
化
・
樹
下
文
隆
・
入
山
範
子
氏

－
１
謡
秘
邪
珊
袋
」
は
、
伊
滕
正
義
氏
蔵
の
謡
の
梢
古
の
要
点
を
和
欣
に

橋
本

柳

生
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120 
称
ん
だ
道
歌
災
の
翻
刻
・
天
野
文
雄
・
側
巌
俊
彦
・
山
村
規
子
・
稲
川

秀
雄
・
小
林
英
一
・
伊
吹
美
保
子
氏
「
遮
音
抄
」
は
、
天
理
同
背
節
戯

の
窯
町
後
期
写
の
下
掛
り
五
十
番
揃
謡
本
の
翻
刻
。
そ
れ
ぞ
れ
に
解
題

が
付
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
貴
重
な
資
料
だ
が
、
こ
と
に
「
遊
音
抄
」
は

下
掛
り
謡
本
の
揃
本
と
し
て
最
古
の
も
の
で
あ
り
、
あ
り
が
た
い
。

「
梅
若
実
日
記
」
｜
～
四
（
梅
若
突
日
記
刊
行
会
編
。
Ａ
５
判
獅
・

７
７
１
。
↓
練

Ⅲ
・
刺
・
岨
ｒ
１
．
４
．
９
．
，
月
・
八
木
沖
店
⑪
各
一
一
・
○
○
○
Ⅲ
）

Ⅷ
治
望
椚
人
の
．
人
、
初
代
梅
勝
爽
の
Ⅱ
記
の
Ⅲ
行
が
始
ま
り
、
余

し
巻
の
う
ち
こ
の
年
に
四
巻
ま
で
川
て
、
洲
水
払
年
か
ら
Ⅱ
桁
担
三
．
年

ま
で
を
収
め
る
、
古
川
久
氏
「
明
治
能
楽
史
序
説
」
（
昭
和
佃
年
。
わ

ん
や
醤
店
）
な
ど
に
利
川
さ
れ
て
い
る
が
、
線
府
瓦
解
に
よ
る
危
機
か

ら
近
代
能
楽
の
復
興
に
い
た
る
維
新
期
の
能
楽
史
、
さ
ら
に
広
く
文
化

史
・
生
活
史
を
知
り
う
る
好
資
料
で
あ
る
。
雛
読
の
資
料
が
容
易
に
読

め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
夢
幻
能
の
方
法
と
系
譜
一
（
飯
塚
山
肌
人
符
。
Ａ
５
判
咽
頁
・
３
Ⅱ

雄
山
側
川
版
。
一
六
八
○
○
Ｎ
｝

耕
薪
に
よ
る
能
の
作
砧
研
究
の
雌
成
。
第
１
部
一
世
阿
弥
自
縦
能
本

の
形
態
を
め
ぐ
っ
て
」
、
第
Ⅱ
部
一
能
と
先
行
文
芸
「
第
Ⅲ
紙
「
夢
幻

能
の
方
法
」
の
三
部
に
分
け
、
一
四
編
の
論
文
を
収
め
る
。
世
阿
弥
を

中
心
に
元
雅
・
禅
竹
ら
の
夢
幻
能
を
対
象
と
し
、
そ
の
成
立
の
基
鴨
や

方
法
を
論
ず
る
こ
世
阿
弥
自
鞭
能
本
の
形
態
か
ら
入
り
、
夢
幻
能
の
力

法
に
及
ん
で
説
話
・
占
注
釈
の
舞
台
化
と
捉
え
る
に
い
た
る
が
、
既
発

表
の
個
別
の
作
肋
研
究
が
並
び
、
そ
れ
ら
を
皿
し
て
夢
幻
能
全
体
を
捉

え
た
概
迦
の
よ
う
な
解
明
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
。

こ
れ
に
「
浅
科
綱
」
が
付
さ
れ
、
閥
村
本
一
、
間
之
本
」
や
「
岡
安
流
仕

灘
附
」
の
翻
刻
が
あ
る
が
、
後
稀
に
付
記
が
補
わ
れ
る
も
の
の
こ
れ
ら

も
既
発
表
の
も
の
の
Ⅳ
録
で
、
そ
の
上
本
稿
の
考
察
と
ど
う
関
係
す
る

の
か
、
一
普
の
編
み
方
と
し
て
こ
れ
も
疑
問
で
あ
る
ｃ

「
謡
リ
ズ
ム
の
構
造
と
実
技
ｌ
能
…
地
拍
子
と
技
法
」
｛
横
道
萬
里
雄

著
。
Ａ
５
判
醐
頁
。
３
Ⅱ
』
槍
諜
店
。
二
五
○
○
円
）

能
の
滅
川
研
究
排
。
地
拍
子
の
解
説
と
英
技
へ
の
応
川
が
、
Ⅲ
外
漢

に
は
わ
か
り
や
す
い
と
は
両
い
が
た
い
が
、
懇
切
丁
瀧
に
脱
か
れ
る
。

洲
川
弘
氏
の
新
刊
紹
介
（
「
観
Ⅲ
」
７
Ⅱ
「
西
祇
化
氏
の
什
評
（
「
楽
劇

学
」
川
、
平
成
坊
年
３
月
）
が
あ
る
、

「
根
来
寺
の
能
面
」
（
川
邊
二
郎
助
監
修
。
Ｂ
５
判
珊
頁
。
５
川
“
淡

交
社
。
二
四
○
○
円
）

和
歌
山
県
の
根
来
寺
に
蔵
さ
れ
る
紀
伊
徳
川
家
伝
来
の
能
面
の
写
真

災
。
全
一
江
九
町
の
写
典
を
一
部
カ
ラ
ー
（
神
川
住
明
氏
搬
彩
｝
と
モ
ノ

ク
ロ
（
川
Ⅱ
ト
シ
ォ
氏
搬
膨
）
で
収
め
、
小
泉
光
服
・
中
川
菱
紀
子
氏
の

「
作
仙
解
脱
」
を
付
す
。
他
に
川
過
一
・
．
郎
助
氏
一
根
来
寺
所
職
紀
州
徳

川
家
伝
来
の
能
而
」
、
兄
巾
泰
男
氏
「
根
来
寺
所
蔵
の
能
・
狂
・
一
而
伽
修

復
に
つ
い
て
一
を
収
め
る
、

「
処
世
術
は
世
阿
弥
に
学
べ
」
（
土
屋
恵
一
郎
著
・
新
諜
判
、
頁
。
２

月
。
岩
波
ア
ク
テ
ィ
ブ
新
書
。
七
○
○
円
）

研
究
書
で
は
な
い
が
、
能
楽
論
に
か
か
わ
る
書
と
し
て
あ
げ
て
お
く
。

世
阿
弥
の
能
染
織
を
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
向
け
の
「
人
生
戦
略

論
」
と
し
て
説
い
て
み
せ
る
。

一
中
世
芸
能
を
読
む
」
（
松
川
心
乎
衿
。
剛
六
判
Ｍ
Ｈ
。
２
Ⅲ
）
沸
波
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121研究腱望(平成ﾙＭ１【）
セ
ミ
ナ
ー
ブ
ッ
ク
ス
。
三
．
一
○
○
円
）

「
勧
進
に
よ
る
股
側
」
「
犬
型
制
と
芸
能
」
「
巡
歌
的
想
像
〃
」
「
禅
の

契
機
Ｉ
バ
サ
ラ
と
侘
び
ｌ
」
の
四
章
か
ら
成
る
。
こ
の
四
つ
の
切
り
口

か
ら
中
世
芸
能
を
論
ず
る
も
の
で
、
能
・
狂
言
が
直
接
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
は
少
な
い
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
常
に
意
識
さ
れ
て
い
る
。

能
・
狂
占
の
根
底
を
解
明
す
る
も
の
と
し
て
刺
激
的
で
あ
る
》
松
岡
氏

に
は
こ
の
他
「
中
世
文
化
の
美
と
力
」
（
比
蒋
。
Ⅱ
水
の
中
仙
Ｚ
四

六
判
剛
頁
ご
川
月
。
中
央
公
論
新
社
。
二
六
○
○
円
）
の
第
３
部
一
立

つ
こ
と
Ｉ
中
世
的
空
間
の
特
異
性
」
が
あ
り
、
立
花
や
庭
園
の
立
石
か

ら
始
め
て
、
趾
阿
弥
・
禅
竹
に
及
ぶ
。

一
遊
戯
か
ら
芸
道
へ
日
本
中
世
に
お
け
る
芸
能
の
変
容
」
（
村
爪
弥

雌
箸
《
》
Ａ
５
判
獅
貝
。
２
月
心
玉
川
大
学
出
版
部
。
六
五
○
○
円
）

主
と
し
て
蹴
鞠
を
扱
う
研
究
書
だ
が
、
総
体
と
し
て
中
世
芸
能
の
遊

戯
か
ら
芸
道
へ
の
変
容
を
説
く
も
の
で
、
能
に
及
ぶ
。
い
ま
総
体
と
し

て
の
芸
能
史
に
つ
い
て
は
お
い
て
能
に
限
れ
ば
、
〈
小
鍛
冷
〉
と
廃
Ⅱ

〈
鞠
〉
の
化
成
を
術
じ
た
倫
文
を
収
め
、
〈
鞠
〉
は
蹴
鞠
と
の
関
連
で
取
り

し
げ
ら
れ
る
。
一
杏
全
体
で
芸
能
の
身
体
的
側
而
の
研
究
が
強
調
さ
れ

る
が
、
能
に
限
っ
て
は
従
来
の
研
究
の
域
を
あ
ま
り
出
な
い
。

「
平
家
物
語
か
ら
浄
瑠
璃
へ
ｌ
敦
盛
説
話
の
変
容
」
（
佐
谷
眞
水
人
著
。

Ａ
５
判
畑
貝
。
川
川
。
腱
応
獲
塾
大
学
出
版
会
。
四
○
○
○
円
）

第
一
部
「
平
敦
盛
像
の
成
立
と
腱
Ⅲ
」
の
第
三
束
「
謡
曲
「
敦
盛
一

「
経
盛
」
一
生
川
敦
盛
亡
で
、
敦
盛
説
話
の
変
容
の
中
に
能
〈
敦
盛
〉
等

を
位
置
付
け
、
能
に
お
い
て
敦
盛
に
人
格
が
付
与
さ
れ
た
と
す
る
。
そ

の
他
、
「
平
家
物
締
」
を
出
典
と
す
る
能
へ
の
言
及
が
あ
る
。

一
鎌
倉
室
町
文
学
論
纂
」
（
灯
川
透
・
岡
見
弘
道
・
西
村
聡
編
。
Ａ
５

判
川
頁
。
５
Ⅱ
。
三
弥
艸
件
府
。
一
八
○
ｃ
○
Ⅲ
）

「
徳
江
元
血
退
職
記
念
」
と
冠
す
る
論
文
・
盗
料
災
。
能
楽
と
か
か

わ
る
も
の
が
多
い
が
、
直
接
能
を
扱
う
の
は
二
編
。
「
論
文
」
の
方
で

取
り
上
げ
る
。

『
国
立
能
楽
堂
収
蔵
資
料
図
録
〈
２
〉
文
献
・
絵
画
Ⅱ
』
（
脚
立
能
楽
雌

調
炎
養
成
課
綱
從
盗
料
係
編
。
Ａ
４
判
刷
口
。
３
川
。
川
立
能
楽
戦
）

前
年
の
Ｉ
に
続
く
も
の
で
、
光
悦
謡
本
〈
大
原
御
幸
〉
や
一
弘
化
勧
進

能
絵
巻
」
な
ど
の
資
料
を
カ
ラ
ー
図
版
で
収
め
、
解
題
を
付
す
。
画
像

デ
ー
タ
Ｃ
Ｄ
』
Ｓ
二
も
付
さ
れ
る
。
国
立
能
楽
堂
所
職
の
貴
重
将
、
文

献
・
絵
画
の
｛
髄
を
付
職
。
倒
虻
能
楽
蝋
が
絵
伽
盗
料
等
を
収
染
・
腱

一
脈
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
形
で
公
開
す
る
の
は
ま
こ
と
に
あ
り

が
た
い
。
な
お
国
立
能
楽
堂
の
特
別
展
示
の
図
録
に
一
浮
世
絵
に
み
る

能
ｌ
主
題
に
因
む
受
容
と
変
貌
」
（
Ａ
５
判
、
頁
．
、
月
）
が
あ
る
。

｜
「
須
田
国
太
郎
能
・
狂
言
デ
ッ
サ
ン
」
総
目
録
」
（
天
野
文
雄
作
成
⑪

Ａ
５
判
Ⅲ
Ｈ
ｏ
３
Ⅱ
》
人
阪
大
学
文
学
研
究
科
）

昭
和
前
期
の
洋
画
家
奴
川
同
太
郎
の
能
・
狂
一
一
ｍ
の
デ
ッ
サ
ン
約
爪
千

枚
が
大
阪
大
学
に
寄
鰯
さ
れ
た
、
そ
の
目
録
。
近
代
の
絵
画
資
料
で
あ

る
ｃ
な
お
「
須
田
国
太
郎
能
・
狂
言
デ
ッ
サ
ン
展
」
が
開
催
さ
れ
、
そ

の
側
録
（
Ａ
４
判
拠
貞
。
４
川
・
伊
丹
市
逝
美
術
館
）
も
あ
る
。

「
佐
渡
駕
流
狂
言
（
天
田
本
）
」
’
一
一
～
八
（
佐
渡
鷺
流
狂
司
研
究
会
編
。

Ａ
５
判
伽
・
川
・
川
・
胴
・
剛
・
川
頁
。
１
．
１
．
８
．
８
．
８
．
８

月
。
真
野
町
教
育
委
員
会
。
非
売
品
）

両
津
市
の
天
田
保
氏
所
蔵
の
狂
言
台
本
の
翻
刻
。
明
治
求
年
に
鷺
畔
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翁
蝶
に
師
事
し
、
昭
和
一
九
年
に
没
し
た
天
川
狂
楽
の
収
災
し
た
台
本
。

前
年
の
１
．
２
と
合
せ
、
計
八
冊
で
、
一
六
二
曲
所
収
。
翻
刻
者
は
本

間
杣
亭
氏
ご

「
佐
渡
鷺
流
狂
言
（
天
田
本
）
」
小
習
、
重
習
ほ
か
、
「
鷺
流
狂
言
秘
伝

書
（
天
田
本
）
」
（
佐
渡
鷺
流
狂
言
研
究
会
編
。
Ａ
５
判
川
・
狸
・
脇
頁
。

２
．
２
．
３
月
。
佐
渡
鷺
流
狂
一
一
詞
Ⅱ
研
究
会
。
非
売
品
）

前
虹
の
独
言
台
本
翻
刻
の
姉
妹
編
。
「
小
習
」
は
〈
梁
川
、
〉
以
ｒ
令

，
六
Ⅱ
所
収
。
「
砿
習
ほ
か
」
は
躯
習
・
人
習
・
別
習
の
〈
皿
Ⅲ
〉
以
下

全
一
二
曲
（
二
川
晒
複
｝
と
一
瀞
本
等
の
〈
巣
山
伏
〉
以
下
二
川
Ⅲ
所
収
”

「
秘
伝
諜
」
は
小
習
・
並
習
・
奥
習
の
一
三
一
曲
の
台
本
と
〈
鱸
庖
丁
〉
以

下
六
Ⅱ
の
語
り
。
翻
刻
肴
は
同
じ
く
本
間
祐
亨
氏
。

「
狂
言
変
選
考
」
（
、
水
井
猛
箸
。
Ａ
５
判
棚
頁
。
３
月
》
三
弥
井
書
店
。

九
八
○
○
円
）

著
者
に
よ
る
征
一
一
ｍ
研
究
の
集
成
通
Ｉ
「
作
皿
叩
研
究
」
に
は
中
川
古
注

釈
と
か
か
わ
る
〈
禁
野
〉
〈
右
流
左
止
〉
、
附
那
禰
揃
流
の
〈
人
小
〉
〈
狐
腹

鼓
〉
、
初
期
歌
灘
伎
と
か
か
わ
る
〈
堆
平
餅
〉
な
ど
を
取
り
上
げ
た
論
文

を
収
め
、
Ⅱ
「
台
本
研
究
」
に
は
祝
本
・
宝
勝
名
女
川
本
・
伊
膿
源
之

丞
本
等
を
考
察
し
た
論
文
を
収
め
る
。
〈
大
小
〉
に
つ
い
て
は
、
早
く
文

献
資
料
に
よ
っ
て
そ
の
復
元
を
図
つ
た
論
に
、
近
年
の
絵
画
資
料
を
見

出
し
て
の
考
察
が
続
き
、
狂
言
と
初
期
歌
舞
伎
の
交
渉
が
明
ら
か
に
さ

れ
る
。
祝
本
は
鴻
山
文
庫
に
埋
も
れ
て
い
た
台
本
で
、
氏
に
よ
っ
て
見

出
さ
れ
、
天
正
本
と
江
戸
初
期
諸
台
本
と
の
間
に
位
世
す
る
台
本
と
さ

れ
た
も
の
。
資
料
編
に
、
翻
刻
と
、
初
出
時
に
は
な
か
っ
た
影
印
を
収

め
る
。
氏
の
論
は
周
到
で
、
宝
勝
名
女
川
本
の
論
に
い
た
っ
て
は
、
縦

杵
特
定
の
範
朋
を
越
え
て
塙
女
川
家
、
さ
ら
に
師
家
鷺
伝
右
術
門
家
職

代
の
珈
紙
に
ま
で
及
ぶ
。
こ
の
灘
を
縞
む
際
に
も
既
発
炎
の
一
づ
の
論

文
を
一
つ
に
ま
と
め
る
な
ど
の
組
替
え
が
な
さ
れ
、
ま
た
付
記
に
よ
っ

て
現
時
点
で
の
見
解
が
示
さ
れ
る
。
な
お
藤
岡
道
子
氏
二
芸
能
史
研

究
一
Ｍ
。
、
月
）
、
田
口
和
夫
氏
言
楽
劇
学
」
、
）
の
書
評
が
あ
る
。

｜
狂
言
の
こ
と
だ
ま
」
（
山
本
来
次
郎
箸
。
四
六
判
醜
頁
。
９
月
・
玉

川
大
学
出
版
部
。
二
○
○
○
Ⅲ
）

役
肴
に
よ
る
柾
（
．
、
論
だ
が
、
こ
こ
に
あ
げ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
》

「
狂
一
一
ｍ
の
す
す
め
一
（
昭
和
諭
年
）
の
統
細
。
束
次
郎
氏
が
い
ま
狐
・
イ
Ⅱ
を

減
ず
る
意
味
が
問
わ
れ
る
。
話
は
側
狂
一
両
・
三
稀
三
に
及
び
、
先
代
の

「
間
狂
言
の
研
究
」
｛
昭
和
妬
年
。
わ
ん
や
澱
店
）
の
続
編
で
も
あ
る
。

一
．
太
郎
冠
者
・
山
伏
行
状
記
』
（
野
上
豊
一
郎
箸
。
法
政
大
学
能
楽
研

究
所
編
。
四
六
判
加
頁
。
槍
響
店
。
一
三
○
○
円
）

狂
一
一
耐
物
語
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
当
研
究
所
五
十
周
年
記

念
川
版
で
下
加
味
叩
で
も
あ
る
が
あ
げ
て
お
く
。
野
上
氏
の
「
太
郎
冠

将
行
状
」
（
昭
州
ｎ
年
。
生
枡
社
）
は
狂
一
．
『
、
入
門
件
と
し
て
梛
価
が
尚

か
つ
た
が
、
当
研
究
所
に
寄
附
さ
れ
た
野
上
氏
の
蔵
餅
の
小
に
、
そ
の

続
編
と
お
ぼ
し
き
「
山
伏
行
状
記
」
の
原
稿
が
見
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で

こ
れ
ら
に
氏
の
狂
言
論
「
狂
言
の
風
刺
と
譜
諺
」
（
「
文
学
一
昭
和
型
年

８
月
）
を
合
せ
て
、
野
上
氏
の
狂
言
著
作
集
と
し
た
も
の
。
「
山
伏
行
状

記
」
は
山
伏
狂
一
両
各
曲
を
一
人
の
山
伏
の
体
験
記
の
よ
う
に
配
し
た
も

の
で
、
「
朝
の
日
ざ
し
の
爽
や
か
な
竹
薮
の
中
に
山
伏
は
よ
い
気
持
で

眠
っ
て
い
た
」
（
蝸
牛
）
と
い
っ
た
発
し
い
文
噸
が
綴
ら
れ
る
。
入
門
沖

と
し
て
お
勧
め
し
た
く
、
な
く
も
が
な
の
注
が
付
い
て
い
る
（
側
が
付
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け
た
の
だ
が
）
の
も
年
少
者
向
け
に
配
感
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
天

野
文
雄
氏
の
紹
介
含
学
鐙
」
平
成
嘔
年
４
月
）
が
あ
る
。

一
．
犬
は
「
び
よ
」
と
鳴
い
て
い
た
ｌ
日
本
語
は
擬
音
語
・
擬
態
語
が

面
白
い
一
一
山
Ⅱ
仲
芙
耕
。
新
評
判
畑
口
。
８
月
・
光
文
社
新
北
川
。
七

四
○
円
）

日
本
語
の
擬
音
譜
・
擬
態
語
の
成
り
立
ち
・
歴
史
を
平
易
に
説
く
も

の
で
、
箙
二
部
一
‐
動
物
の
声
の
不
忠
縦
」
に
狂
司
の
例
が
多
く
別
か
れ

る
⑩
た
だ
し
く
釣
狐
〉
と
〈
こ
ん
か
い
〉
を
別
伽
の
よ
う
に
扱
う
不
思
縦
な

記
述
も
あ
る
に

論
文

【
資
料
紹
介
・
資
料
研
究
】

謡
本
で
は
、
全
容
安
川
氏
「
氷
正
三
年
本
〈
玄
上
〉
は
明
和
頃
の
書
写

か
？
」
（
一
観
世
一
２
月
）
が
観
世
文
庫
蔵
の
永
派
三
年
奥
書
の
〈
玄
上
〉

の
仮
名
過
い
を
検
討
し
て
、
明
和
頃
の
洲
が
と
す
る
。
衣
瀧
氏
の
「
金

が
宏
明
氏
の
論
文
を
読
ん
で
」
が
付
さ
れ
、
こ
れ
を
認
め
課
題
を
捉
起

す
る
。
小
秋
元
殿
氏
「
表
紙
製
の
謡
本
」
二
鍍
仙
」
Ⅶ
。
４
Ⅱ
）
は
、

古
活
字
本
「
史
記
」
の
表
紙
の
裂
帳
に
用
い
ら
れ
た
謡
本
を
検
討
す
る
。

｜
衣
紙
製
が
浅
科
の
椛
施
」
な
の
だ
と
の
こ
と
だ
が
、
他
人
の
蔵
井
の

表
紙
を
は
が
し
て
見
る
こ
と
も
で
き
ず
、
た
く
さ
ん
の
商
科
が
埋
も
れ

て
い
る
ら
し
い
ご

伝
香
の
類
。
山
本
和
加
子
氏
「
山
岸
文
庫
蔵
「
謡
秘
伝
抄
」
解
題
」

（
「
火
践
女
卜
人
挙
文
鍔
資
料
研
究
所
年
報
」
ｎ
．
３
月
）
は
、
寛
文
近

年
日
吉
空
庵
の
奥
非
の
あ
る
標
題
の
昔
の
解
題
で
、
日
吉
空
庵
は
仮
託

で
あ
り
、
版
本
や
写
本
で
流
布
し
た
謡
伝
習
「
謡
之
秘
書
」
系
統
に
あ

る
特
異
な
一
本
で
あ
る
と
す
る
。
飯
塚
恵
理
人
氏
「
新
城
川
村
類
造

川
蔵
本
「
岡
安
流
脇
仕
撚
附
」
（
五
こ
（
「
名
古
屋
芸
能
文
化
」
皿
・
巴

Ⅱ
）
は
、
標
題
の
澱
の
翻
刻
の
八
側
Ⅱ
で
、
こ
れ
で
完
納
。

松
川
存
氏
「
噸
補
新
訂
・
謡
曲
作
謝
考
定
基
礎
資
料
一
覧
（
表
二

（
｜
総
合
芸
術
と
し
て
の
能
．
－
８
二
８
月
｝
は
、
謡
曲
作
者
付
の
一
覧
の

墹
補
版
。
城
崎
陽
ｆ
氏
「
［
翻
刻
一
初
代
梅
粁
突
一
．
脳
職
略
諜
」
」
（
武

蔵
野
女
子
入
学
「
能
楽
盗
料
セ
ン
タ
ー
紀
喫
」
週
。
３
Ⅱ
）
は
、
前
述

の
「
梅
若
実
日
記
」
の
梅
苦
笑
に
よ
る
「
腫
歴
略
諜
」
の
翻
刻
。

坂
本
清
恵
氏
「
近
代
語
の
発
音
ｌ
謡
曲
伝
承
音
と
の
関
係
「
」
（
一
国

締
と
国
文
学
」
Ⅱ
月
）
は
、
脚
詔
学
的
研
究
で
、
と
こ
ろ
を
え
な
い
が
、

こ
こ
に
あ
げ
て
お
く
。
「
イ
ウ
」
を
判
っ
て
発
行
す
る
な
ど
の
謡
の
発

音
に
つ
い
て
、
世
阿
弥
円
錐
能
本
の
表
記
を
検
討
し
て
当
時
の
口
頭
誌

を
伝
承
し
て
き
た
も
の
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。

【
能
楽
史
研
究
］

古
い
方
か
ら
。
五
味
文
彦
氏
一
永
仁
の
前
奏
曲
１
世
阿
弥
の
時
代

へ
ｌ
」
二
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」
ｌ
）
は
、
鎌
倉
後
期
、
中
で
も
氷
仁
期
の
社

会
変
釛
が
趾
阿
弥
の
能
の
洲
流
と
な
っ
た
と
す
る
；
脇
川
附
子
氏
一
中

仙
猿
楽
鵬
の
組
織
榊
成
‐
結
崎
願
・
川
減
艸
願
の
座
規
約
を
中
心

に
」
（
同
前
）
は
、
結
崎
座
・
円
満
井
座
の
座
の
規
定
を
検
討
し
、
入

座
年
齢
構
成
で
あ
る
臓
次
に
よ
る
中
世
的
な
職
種
共
同
体
と
い
う
べ
き

も
の
で
あ
る
と
し
、
円
満
井
座
の
方
が
打
態
を
残
し
て
い
る
と
す
る
。

世
阿
弥
側
連
で
は
、
松
岡
心
平
氏
一
世
阿
弥
と
東
大
寺
経
弁
三
同
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前
）
は
、
少
年
期
の
世
阿
弥
に
つ
い
て
記
す
二
条
良
基
の
併
状
の
宛
先

「
聰
勝
院
」
が
名
佃
と
し
て
知
ら
れ
た
経
弁
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
世
阿
弥
が
力
を
得
た
の
も
経
弁
と
の
か
か
わ
り
に
よ
る
と
す
る
。

天
野
文
雄
氏
一
足
利
義
持
の
治
世
と
世
阿
弥
‐
義
持
と
後
小
松
父
子
と

の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
二
演
劇
学
論
繼
」
５
．
四
月
）
は
、
天
龍
寺

慈
済
院
職
の
足
利
義
持
の
肖
像
両
の
賛
や
義
持
舗
の
一
騎
蝋
人
物
図
」

と
識
記
録
と
を
照
し
合
せ
て
義
持
に
躯
禰
の
補
佐
役
を
勤
め
た
い
と
い

う
対
論
犬
愈
繊
が
あ
っ
た
こ
と
を
読
み
取
り
、
そ
の
釉
匝
・
体
的
な
公

武
関
係
が
仙
阿
称
の
脇
能
に
影
禅
し
て
い
る
と
す
る
。
氏
の
世
阿
弥
の

能
作
を
め
ぐ
る
論
の
一
環
と
な
る
。
天
卿
氏
に
は
こ
の
他
「
少
年
世
阿

弥
の
「
異
能
」
ｌ
「
醍
醐
寺
新
妥
録
」
所
引
「
隆
源
僧
正
日
記
」
の
記

事
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
言
銭
仙
」
伽
。
２
月
）
が
あ
り
、
｜
隆
源
僧
正
日

記
」
の
世
阿
弥
の
少
年
期
に
つ
い
て
の
記
述
を
「
異
能
」
と
読
み
、
芸

風
と
の
関
連
を
巷
え
る
Ｃ

峯
川
後
期
に
つ
い
て
は
、
小
林
健
二
氏
「
宇
梛
桝
弍
流
山
神
社
幟

「
造
榔
Ⅱ
記
」
に
お
け
る
能
楽
腿
躯
の
史
料
的
愈
炎
」
二
芸
能
史
研

究
」
町
。
４
月
）
が
あ
る
。
一
造
営
Ⅱ
艇
」
は
水
掌
か
ら
天
文
に
か
け
て

の
二
荒
山
神
社
の
式
年
遷
宮
の
際
の
芸
能
の
記
録
。
そ
の
原
本
を
調
査

し
て
錯
簡
を
修
正
し
た
上
で
、
上
演
の
初
出
例
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が

あ
る
こ
と
、
古
演
出
の
資
料
と
な
る
こ
と
、
中
央
の
四
座
の
役
者
が
か

か
わ
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
、
当
時
の
関
東
で
の
演
能
記
録

と
し
て
重
要
で
あ
る
と
す
る
。

次
に
祇
戸
時
代
。
表
章
氏
「
大
鼓
金
券
流
」
巻
（
下
の
．
）
１
余
存

三
郎
右
術
門
家
の
雁
代
、
他
ｌ
」
（
「
能
楽
研
究
」
難
３
Ⅱ
）
は
、
人

鼓
金
春
流
の
家
元
金
存
三
郎
右
術
Ⅲ
家
の
歴
代
を
追
う
腿
大
な
愉
文
で
、

（
下
の
二
は
八
世
、
八
世
の
鍵
子
蘓
助
、
九
世
錦
蔵
の
獅
繍
を
迫
っ
て
、

家
の
断
絶
ま
で
を
扱
い
、
分
家
・
弟
子
家
に
及
び
、
金
春
伝
蔵
家
の
事

績
を
追
う
。
三
シ
石
友
昭
氏
「
露
月
と
宝
生
沽
圃
Ｉ
絵
俳
書
を
中
心
と

し
て
ｌ
」
（
一
演
劇
学
論
繼
」
５
｝
は
、
江
戸
中
期
の
俳
人
で
絵
俳
書
を

刊
行
し
た
露
月
が
謡
の
師
匠
で
も
あ
り
、
宝
生
家
八
世
の
三
男
抽
川
ら

と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
謡
と
俳
諦
の
文
化
圏
の
菰
な

り
が
あ
っ
た
と
す
る
。

江
両
以
外
の
地
に
お
け
る
史
的
研
究
で
は
、
濟
本
椎
近
氏
「
小
村
如

水
と
坂
川
藤
十
即
ｌ
元
禄
歌
聯
伎
の
周
辺
Ｉ
」
二
芸
能
史
研
究
」
剛
。

１
月
）
は
、
坂
田
藤
十
即
の
歌
舞
伎
の
「
狂
→
．
“
ノ
談
合
」
に
加
わ
っ
た

中
村
如
水
が
京
都
の
小
鼓
役
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
同
氏

「
能
大
夫
小
舟
了
達
と
そ
の
一
族
ｌ
江
戸
前
期
京
都
能
界
の
．
面
ｌ
」

（
一
芸
能
史
研
究
一
町
｝
は
、
禁
裂
能
大
火
と
し
て
伽
ら
れ
る
小
冊
丁
達

の
Ⅶ
紙
を
迫
っ
て
、
い
ず
れ
も
川
人
た
ち
が
能
に
熱
中
し
た
抓
爪
前
期

の
京
都
の
能
楽
界
の
様
机
を
浮
か
び
ｆ
が
ら
せ
る
。
小
林
健
二
氏
一
江

戸
時
代
に
お
け
る
大
坂
の
能
役
将
」
二
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究

年
報
鼠
’
３
□
３
月
）
は
識
滅
の
記
録
で
、
大
坂
の
能
役
者
の
動
向
を
概

観
し
、
資
料
を
付
す
。
中
川
杜
氏
「
大
坂
の
惣
年
寄
記
録
に
み
る
能
記

事
ｌ
公
私
に
お
け
る
能
と
の
か
か
わ
り
１
」
二
演
劇
学
論
叢
」
５
）
は
、

そ
の
各
論
と
も
言
え
る
も
の
で
、
大
坂
の
町
役
人
で
あ
る
惣
年
寄
の
記

録
か
ら
、
勧
進
能
や
穂
古
能
と
の
か
か
わ
り
を
見
る
。
勧
進
能
Ⅲ
催
の

次
第
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
『
大
坂
勧
進
能
稀
組
」
の
典
側
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
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神
原
邦
男
氏
「
岡
山
後
楽
園
は
「
観
光
文
化
財
」
と
し
て
将
来
的
に

有
用
か
（
そ
の
二
）
ｌ
池
田
綱
政
の
能
舞
台
築
造
と
能
舞
台
の
役
割
ｌ
」

（
「
吉
備
地
方
文
化
研
究
」
⑫
。
３
月
）
は
、
前
半
で
前
年
の
（
そ
の
一
）

に
続
け
て
岡
川
勝
江
戸
滞
邸
で
の
六
代
家
宣
将
平
宜
下
の
際
の
老
中
招

請
能
の
資
料
を
翻
刻
し
て
考
察
を
加
え
、
後
半
で
時
の
藩
主
池
田
綱
政

が
岡
山
の
後
楽
園
に
能
舞
台
を
築
造
し
家
臣
の
斐
女
や
在
方
・
町
方
の

荷
に
能
を
見
せ
た
、
そ
の
災
態
を
川
ら
か
に
す
る
。
標
迦
の
愈
側
は
と

も
か
く
、
岡
山
藩
能
楽
史
は
有
用
で
あ
ろ
う
□
宮
本
圭
造
氏
「
宇
陀
松

山
藩
の
能
楽
‐
小
藩
に
お
け
る
演
能
の
諸
相
Ｉ
」
（
立
命
館
大
学

「
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
、
－
２
．
３
月
）
は
、
こ
れ
と
は
対
照
的
な
小
藩
、

大
和
国
宇
陀
の
松
山
藩
で
の
滅
能
を
藩
政
日
記
「
御
川
部
屋
日
記
」
に

よ
っ
て
さ
ぐ
る
。
藩
主
催
の
神
事
能
や
上
屋
敷
に
能
舞
台
を
築
造
し
て

か
ら
の
能
の
流
行
を
迫
っ
て
、
そ
れ
に
禰
宜
衆
や
戚
那
の
役
背
が
か
か

わ
っ
て
い
た
こ
と
を
証
し
、
畿
内
諸
滞
の
能
へ
の
腿
望
を
示
す
。

近
代
。
気
多
恵
子
・
城
崎
陽
子
・
三
浦
裕
子
氏
「
初
代
梅
若
実
「
履

臓
略
排
」
に
兄
る
人
間
凹
係
」
言
能
楽
満
料
セ
ン
タ
ー
紀
婆
」
旧
）
は
、

前
掲
「
翻
刻
」
に
対
応
す
る
研
究
。
「
日
記
」
を
つ
け
は
じ
め
る
以
前

の
出
来
事
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
一
日
記
」
に
は
表
れ
な
い
心
情
が

吐
露
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
西
村
聡
氏
「
明
治
の
能
楽
復
興
と
そ
の
地

方
展
開
「
金
沢
能
楽
会
の
投
立
趣
愈
諜
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
－
」

（
『
文
学
」
３
５
筐
９
月
）
は
、
明
治
三
四
年
の
「
金
沢
能
楽
会
設
立
趣

懲
」
を
取
り
上
げ
、
役
者
の
家
の
躯
情
、
中
央
と
の
関
係
な
ど
を
ふ
ま

え
、
そ
の
設
立
の
聯
情
を
解
明
し
て
、
近
代
能
楽
史
の
一
隅
を
川
ら
す
。

【
能
の
作
品
研
究
】

天
野
文
雄
氏
一
能
は
い
か
に
読
ま
れ
る
べ
き
か
」
Ｓ
上
方
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
」
３
）
は
講
演
の
記
録
で
、
そ
れ
だ
け
に
氏
の
主

張
が
生
に
う
か
が
え
る
。
従
来
の
能
の
研
究
は
作
肺
の
趣
向
を
問
題
に

す
る
こ
と
が
多
く
、
趣
向
と
主
題
を
合
せ
た
構
想
（
作
意
・
ね
ら
い
）
に

及
ん
で
い
な
い
と
し
て
、
そ
う
し
た
意
図
で
書
か
れ
た
氏
の
近
年
の
研

究
を
紹
介
し
た
上
で
、
〈
熊
野
〉
を
取
り
上
げ
、
主
迦
が
僻
存
と
い
う
美

的
感
情
に
あ
る
と
す
る
。
こ
の
年
の
論
文
も
当
然
同
じ
意
図
を
持
ち
、

三
白
楽
天
〉
と
応
水
の
外
冠
‐
久
米
邦
武
と
高
野
辰
之
の
所
説
を
検
証

す
る
「
」
弓
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」
し
は
、
〈
ｎ
楽
天
〉
が
応
水
の
外
潅
を
踏

ま
え
て
作
ら
れ
た
と
す
る
久
米
・
商
野
両
光
学
の
所
説
を
支
持
し
、
説

話
や
古
今
注
の
考
察
を
加
え
て
、
応
永
の
外
だ
と
い
う
国
家
の
危
機
と

そ
の
鬼
服
を
脚
葱
し
た
能
だ
と
す
る
。
「
住
吉
社
と
能
ｌ
神
蛎
と
作
肺

を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
「
す
み
の
え
」
加
。
７
Ⅱ
）
は
、
住
吉
社
の
神
邪
と

能
と
の
関
連
に
触
れ
た
後
、
住
吉
社
に
か
か
わ
る
能
を
取
り
上
げ
、

〈
尚
砂
〉
を
当
代
筏
美
と
す
る
な
ど
、
そ
の
作
愈
を
考
え
る
。

竹
内
晶
子
氏
「
世
阿
弥
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
ｌ
「
統
一
イ
メ
ー

ジ
」
か
ら
「
等
価
の
原
理
」
へ
Ｉ
」
言
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」
１
）
は
、
世
阿

弥
の
能
の
特
徴
を
表
す
も
の
と
さ
れ
て
き
た
「
統
一
イ
メ
ー
ジ
」
の
見

仇
し
を
図
り
、
能
の
詞
噺
に
顕
著
な
謡
の
以
後
を
「
辮
仙
性
」
を
指
向

す
る
も
の
と
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が
劇
的
展
開
に
も
及
ぶ
と
し
て
、
「
等

価
の
原
理
」
の
強
化
が
仙
阿
称
の
能
の
特
徴
だ
と
す
る
。
始
ま
り
を
ｒ

感
さ
せ
る
論
。
水
原
順
ｆ
氏
一
謡
仙
に
お
け
る
鍬
の
「
断
」
」
（
求
都
大

学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
一
日
本
文
化
環
境
論
講
座
紀
要
」
４
。
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３
月
）
は
、
氏
の
物
狂
い
論
の
一
環
を
な
す
も
の
で
、
能
の
詞
漱
に
表

れ
る
鐘
の
宵
の
意
味
を
分
析
し
、
〈
三
井
寺
〉
や
〈
道
成
寺
〉
の
鐘
と
狂
い

の
関
連
を
考
え
る
。
小
川
催
世
子
氏
「
Ⅲ
阿
弥
と
梵
灯
唯
試
論
一
．
梵

灯
庵
主
返
答
苔
」
を
中
心
に
」
（
「
日
本
研
究
・
一
溺
・
４
月
）
は
、
世
阿

弥
と
同
世
代
の
連
歌
師
梵
灯
庵
と
の
関
係
を
さ
ぐ
り
、
能
作
と
連
歌
と

に
た
が
い
に
影
瀞
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
す
る
。
大
谷
節
子
氏
「
能
に

こ
こ
い
り

お
け
る
「
心
一
と
「
理
」
」
（
学
燈
社
一
国
文
学
－
９
月
）
は
、
世
阿
弥

の
能
の
荷
莱
を
扱
い
、
「
心
」
と
「
理
」
を
め
ぐ
る
Ⅲ
答
に
つ
い
て
考

察
す
る
。

岩
崎
雅
彦
氏
「
猿
楽
の
説
話
と
鬼
」
（
「
能
楽
研
究
」
泌
）
は
、
猿
楽

の
役
粁
が
職
場
す
る
、
ま
た
猿
楽
の
伽
し
を
題
材
と
す
る
税
耐
を
網
靴

的
に
あ
げ
、
そ
れ
が
鬼
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
し
、
猿
楽
が
深
く
鬼
と

つ
な
が
っ
て
い
る
と
す
る
。
竹
本
幹
夫
氏
「
能
作
荷
宮
琳
の
作
仙
と
作

風
｛
上
こ
（
同
前
｝
は
、
宮
埆
の
能
を
全
面
的
に
検
討
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
｛
上
）
で
は
記
録
に
現
れ
る
「
宮
益
大
夫
」
の
活
動
を
見
た
上
で
、

一
能
不
作
粉
注
文
」
で
「
宮
墹
作
一
と
さ
れ
る
一
○
Ⅱ
を
検
討
し
、
ほ

ぼ
共
通
す
る
特
色
と
し
て
非
世
阿
弥
風
の
現
在
能
的
な
構
造
を
持
つ
と

す
る
鯵

以
下
、
個
別
の
作
品
研
究
。
〈
実
盛
〉
の
論
が
三
編
。
金
忠
永
氏

。
「
実
盛
」
考
１
世
阿
弥
の
能
楽
論
に
お
け
る
「
花
」
論
に
照
ら
し

て
ｌ
」
（
筑
波
大
学
一
．
文
学
研
究
科
論
染
」
汕
。
３
月
）
は
、
能
楽
論
と

つ
き
あ
わ
せ
て
能
の
達
成
を
見
る
。
今
泉
隆
裕
氏
「
謡
曲
〈
実
盛
〉
の
深

噛
ｌ
民
俗
の
中
の
実
盛
像
を
と
お
し
て
ｌ
」
（
｜
日
本
文
学
誌
饗
」
侭
。

３
月
）
は
、
民
俗
・
風
流
の
突
搬
像
か
ら
読
み
解
こ
う
と
す
る
。
佐
伯

真
一
氏
「
実
盛
の
「
怨
み
」
」
二
銚
仙
」
池
。
吃
Ⅱ
）
は
、
虫
送
り
の
民

俗
と
は
無
縁
と
す
る
。

〈
知
漱
〉
の
論
が
二
織
・
佐
々
木
秀
織
氏
「
世
阿
弥
の
「
平
家
物
綿
」

受
容
に
つ
い
て
ｌ
な
ぜ
能
「
知
盛
」
は
存
在
し
な
い
の
か
ｌ
」
（
筑
波

大
学
「
諏
学
・
思
想
論
繼
」
釦
。
１
月
）
は
、
平
知
盛
・
知
瀧
父
子
を

扱
う
能
が
〈
知
章
〉
に
な
っ
た
と
し
て
、
知
盛
が
現
仙
に
未
練
が
な
か
っ

た
た
め
に
能
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
す
る
。
世
阿
弥
自
筆
本
に
言
及
す

る
が
、
も
ち
ろ
ん
久
次
水
の
誤
り
》
岩
城
賢
太
郎
氏
「
謡
Ⅱ
〈
剛
厳
〉
に

お
け
る
「
卒
都
婆
」
と
「
波
」
と
ｌ
久
次
本
を
中
心
に
Ｉ
」
二
筑
波
大

学
平
家
部
会
諭
災
」
９
．
６
月
）
は
、
そ
の
久
次
本
に
よ
っ
て
作
巾
の

時
間
が
知
厳
の
死
後
三
年
と
投
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
、

須
磨
の
浦
の
「
卒
都
婆
」
に
打
ち
寄
せ
る
一
波
」
に
よ
っ
て
知
章
の
罪

を
洗
い
流
し
て
供
鍵
す
る
の
が
作
怠
で
あ
っ
た
と
す
る
。

三
多
川
文
忠
氏
「
識
Ⅲ
「
張
良
」
の
成
立
と
そ
の
背
鹸
」
｛
「
中
図
中

世
文
学
研
究
」
虹
。
３
月
｝
は
、
主
た
る
出
典
で
あ
る
「
史
記
」
と
の

関
係
を
考
え
て
御
伽
草
子
や
雛
Ⅲ
の
「
張
良
」
な
ど
の
和
併
の
阯
界
と

深
く
関
係
し
て
い
る
と
す
る
が
、
黒
田
彰
氏
の
作
品
研
究
二
観
世
」
昭

和
死
・
７
）
な
ど
の
先
行
研
究
は
噸
噛
さ
れ
て
い
な
い
。
同
氏
に
は
こ

の
他
、
「
謡
曲
「
大
般
悲
」
の
成
立
と
そ
の
背
餓
」
二
中
国
学
論
集
」

弧
。
３
月
）
「
謡
曲
「
東
方
朔
」
の
成
立
と
そ
の
背
景
」
（
同
前
調
。
咀

月
）
の
、
噺
物
の
能
の
出
典
に
関
す
る
一
迎
の
研
究
が
あ
る
。

三
宅
品
子
氏
「
〈
融
〉
の
引
き
歌
考
」
（
一
文
学
．
－
３
５
）
は
、
〈
融
〉

の
引
き
歌
に
意
味
の
通
じ
に
く
い
箇
所
が
目
立
つ
こ
と
を
指
摘
し
て
、

世
阿
弥
が
遊
舞
能
と
い
う
未
開
拓
の
ジ
ャ
ン
ル
に
挑
戦
し
た
作
船
ゆ
え
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内
山
美
樹
子
氏
「
「
小
篠
」
以
前
「
能
一
「
正
儀
世
守
」
と
元
曲
「
糊

蝶
夢
」
ｌ
」
二
国
語
と
国
文
学
」
４
月
）
は
、
古
浄
瑠
璃
〈
小
篠
〉
に
取

り
込
ま
れ
た
能
〈
正
儀
肚
守
三
廃
曲
｝
に
尤
曲
〈
包
待
制
三
助
糊
蝶
夢
〉
の

影
響
が
あ
る
と
す
る
・
西
村
聡
氏
「
〈
小
原
野
花
見
〉
と
足
利
義
政
」

だ
と
す
る
。
な
お
同
氏
一
雲
と
な
り
雨
と
な
る
」
二
鏡
仙
」
細
ｃ
９

月
）
は
、
標
題
の
悩
川
句
を
検
討
し
て
〈
融
〉
で
新
し
い
意
味
が
与
え
ら

れ
て
い
る
と
す
る
ｃ

山
木
ユ
リ
氏
「
作
品
研
究
巻
絹
」
（
「
芸
能
史
研
究
」
脇
）
は
、
「
沙

石
災
」
か
ら
の
摂
取
や
諺
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
、
灘
阿
作
の
可
能
性

を
見
る
。
阿
部
由
佳
氏
「
能
に
お
け
る
祝
言
と
鎮
魂
の
要
素
Ｉ
｜
采

女
」
の
吻
合
」
（
武
戯
入
学
一
人
文
学
会
雑
誌
」
鋼
１
２
．
３
．
２
月
）

は
、
応
永
一
三
年
に
春
日
に
起
っ
た
凶
耶
を
鋏
め
か
つ
将
願
家
へ
の
祝

．
一
一
一
ｍ
と
す
る
月
的
で
作
ら
れ
た
と
す
る
。
小
林
美
和
氏
「
謡
曲
「
船
弁

慶
一
の
周
辺
と
そ
の
底
流
一
（
「
帝
塚
山
大
学
短
期
大
学
部
紀
奨
」
調
。

２
月
）
は
、
知
盛
の
怨
霊
が
出
現
す
る
背
景
に
延
慶
本
平
家
物
語
の
世

界
が
あ
っ
た
と
す
る
。
原
川
香
織
氏
「
「
江
口
」
の
表
現
形
成
」
ニ
山

形
短
期
大
学
紀
要
」
鋼
。
３
月
）
は
、
出
典
や
和
歌
世
界
と
の
か
か
わ

り
か
ら
丁
寧
に
読
み
解
く
。
中
司
由
紀
子
氏
「
能
〈
鐘
引
〉
老
ｌ
御
伽
草

ｒ
を
中
心
に
ｌ
」
（
「
楽
劇
学
」
９
．
３
Ⅱ
）
は
、
「
俵
藤
太
物
柵
」
と
の

関
連
を
検
討
し
、
三
井
寺
の
勧
進
に
と
も
な
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
か
と

す
る
。
佐
藤
裕
子
氏
「
能
「
通
水
」
の
作
品
研
究
」
（
「
演
劇
映
像
」
伯
。

３
月
）
は
、
下
掛
り
謡
本
を
古
態
と
し
た
上
で
、
「
伝
心
敬
兼
伊
勢
物
語

注
」
の
類
の
理
解
に
基
づ
き
、
悲
劇
性
を
強
調
す
る
創
意
が
認
め
ら
れ

る
と
す
る
。

（
「
鎌
倉
室
町
文
学
論
纂
」
）
は
、
〈
小
塩
〉
が
禅
竹
が
寛
正
六
年
の
足
利
義

政
の
群
日
社
参
を
前
に
、
半
年
前
の
「
小
原
野
花
見
」
に
思
い
甥
り
、

一
．
伊
勢
物
語
」
七
六
段
を
連
想
し
て
作
っ
た
も
の
と
す
る
。
妹
尾
好
信

氏
「
「
関
吹
き
趣
ゆ
る
・
・
・
」
は
行
平
歌
か
ｌ
「
源
氏
物
語
」
須
磨
の

巻
・
謡
曲
「
松
風
」
引
歌
典
偽
者
ｌ
」
（
何
血
は
、
〈
松
風
〉
に
引
く

「
関
吹
き
越
ゆ
る
…
」
の
歌
が
行
平
の
歌
と
さ
れ
た
理
由
を
さ
ぐ
る
。

鎌
Ⅲ
純
男
氏
「
安
達
が
原
の
鬼
女
伝
脱
ｌ
謡
曲
『
照
塚
」
の
シ
テ
像
を

求
め
て
’
一
（
「
総
合
芸
術
と
し
て
の
能
」
§
は
、
「
拾
遺
集
」
の
兼
磯

歌
の
鬼
に
、
｜
’
源
氏
物
語
」
の
六
条
御
息
所
、
異
界
の
イ
ザ
ナ
ミ
を
加

え
て
シ
テ
像
が
造
型
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
奨
崎
川
利
子
氏
「
背
川
制

章
と
西
行
の
和
歌
ｌ
西
行
遊
女
問
答
歌
を
中
心
に
ｌ
」
二
芸
能
文
化

史
」
ｍ
ｃ
ｍ
Ⅱ
）
は
、
常
盤
津
等
の
脅
仙
の
西
行
遊
女
問
答
歌
が
能
〈
江

Ⅱ
〉
の
謡
を
経
山
し
て
摂
取
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

「
観
世
」
の
特
集
は
〈
井
筒
×
仲
光
〉
〈
野
宮
×
葛
城
〉
で
、
一
作
品
研

究
」
と
し
て
は
、
小
林
英
千
氏
一
仲
光
」
（
２
月
「
埆
川
繁
夫
氏
「
野

宮
一
（
６
月
「
田
中
貴
子
氏
一
葛
城
」
（
ｎ
月
｝
が
あ
る
。
小
林
氏
は
古

い
謡
本
や
滅
川
溢
科
に
よ
っ
て
古
態
を
巷
え
て
聯
曲
〈
満
仲
〉
と
の
か
か

わ
り
を
見
、
そ
の
後
の
変
逃
を
追
う
。
埆
旧
氏
は
「
源
氏
物
語
」
本
文

を
取
り
入
れ
つ
つ
、
本
説
離
れ
を
図
っ
て
い
る
こ
と
を
見
る
。
川
中
氏

は
後
シ
テ
の
葛
城
の
神
が
女
神
で
あ
り
、
成
仏
し
が
た
い
存
在
と
し
て

の
女
性
を
描
く
も
の
と
す
る
。

｜
鍍
仙
」
の
「
研
究
ト
ー
月
往
来
」
に
救
っ
た
作
品
研
究
的
な
も
の

で
触
れ
な
か
っ
た
も
の
。
阿
部
泰
郎
氏
。
流
人
」
に
お
け
る
〈
聖
な
る

も
の
〉
ｌ
｜
志
度
寺
縁
起
一
の
世
界
か
ら
ｌ
」
（
弧
。
３
月
）
は
〈
海
人
〉
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〈
当
願
媒
頭
〉
を
扱
い
、
徳
田
和
夫
氏
「
山
伏
姿
の
弁
慶
」
耐
。
６
月
）

は
〈
安
宅
〉
を
扱
う
。

「
演
劇
学
諭
磯
」
５
号
に
は
、
共
同
研
究
「
観
世
元
章
の
能
楽
改
革

〈
こ
」
が
あ
り
、
元
章
に
よ
る
一
議
本
改
訂
を
は
じ
め
と
す
る
明
和
の
改

龍
を
め
ぐ
る
論
を
載
せ
る
。
橋
場
夕
佳
氏
「
明
和
改
正
謡
本
に
お
け
る

「
伊
勢
物
繍
」
関
係
Ⅲ
新
証
と
の
関
係
を
中
心
に
ｌ
」
は
、
「
伊
勢
物

語
一
を
素
材
と
す
る
作
品
〈
燕
子
花
（
杜
若
）
〉
な
ど
が
賀
茂
真
淵
説
な
ど

の
新
駐
に
よ
る
理
解
に
よ
っ
て
改
訂
さ
れ
て
い
る
と
す
る
ｃ
中
尾
煎
氏

「
観
世
元
章
の
〈
鉄
輪
〉
ｌ
明
和
改
正
の
実
態
と
そ
の
影
瀞
’
一
は
、
詞

章
ば
か
り
で
な
く
、
装
束
・
作
り
物
を
含
め
た
淡
出
の
改
訂
を
見
て
、

そ
の
形
が
現
代
ま
で
踏
襲
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
天
野
文
雄
氏
「
明
和

の
改
正
と
「
三
読
物
」
関
係
曲
の
演
出
ｌ
〈
安
宅
〉
〈
正
尊
×
木
曽
〉
の
小

什
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
‐
」
は
、
現
在
「
勧
進
帳
」
「
起
禰
文
」
「
馳
沸
」

の
小
替
付
で
も
っ
ぱ
ら
演
じ
ら
れ
る
三
読
物
の
減
出
が
明
和
の
改
訂
に

よ
る
も
の
と
す
る
。
後
二
編
は
次
項
に
あ
げ
る
べ
き
も
の
。
明
和
改
正

を
全
面
的
に
検
討
し
よ
う
と
す
る
、
い
い
企
画
で
あ
る
。

一
．
〈
世
阿
弥
忌
〉
研
究
セ
ミ
ナ
ー
つ
う
し
ん
」
６
号
（
８
月
）
は
前
年
の

誕
録
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
が
こ
の
年
か
ら
能
楽
学
会
の
催
し
と
な
る
た
め
、

終
刊
号
。
「
世
阿
弥
と
そ
の
周
辺
」
の
六
編
の
報
告
要
旨
を
載
せ
る
。

－
．
文
学
・
繍
学
」
川
号
（
９
月
）
は
全
国
大
学
国
締
国
文
学
会
の
夏
季
大

会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
演
劇
の
東
と
西
１
日
本
の
伝
統
演
劇
と
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
－
」
の
記
録
で
，
上
田
（
宗
方
）
邦
義
氏
「
能
と
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
」
の
識
減
と
上
田
氏
に
田
口
和
夫
・
鳥
越
文
蔵
・
岡
田
恒
雄
（
司

会
）
氏
が
加
わ
っ
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
赦
せ
る
。

【
能
の
演
出
研
究
】

横
山
太
郎
氏
「
天
女
灘
の
身
体
技
法
ｌ
カ
マ
エ
成
立
以
前
の
能
の
身

体
ｌ
」
ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」
ｌ
）
は
、
世
阿
弥
時
代
の
天
女
灘
の
実
態
を

考
え
よ
う
と
す
る
。
世
阿
弥
・
禅
胤
の
伝
普
の
記
述
を
追
っ
て
天
女
鋒

に
「
腰
を
据
え
る
」
と
い
う
特
有
の
技
法
が
あ
っ
た
と
し
て
、
現
代
の

カ
マ
エ
と
の
側
迎
を
さ
ぐ
る
。
岐
後
は
直
感
的
な
判
断
に
よ
る
し
か
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
能
の
技
法
の
解
明
へ
の
果
敢
な
挑
戦
で

あ
る
。
遮
旧
み
ち
氏
「
能
の
神
体
の
川
立
」
（
「
銚
仙
」
蝿
５
Ⅱ
｝
は
、

〈
高
砂
〉
な
ど
の
後
シ
テ
の
出
立
を
検
討
し
、
創
作
当
時
も
若
い
神
で

あ
っ
た
ろ
う
と
す
る
。
小
田
幸
子
氏
―
―
こ
ろ
ぶ
」
減
技
」
｛
同
前
訓
。

、
月
）
は
、
減
技
の
実
際
を
考
え
る
も
の
で
、
古
型
付
に
兄
ら
れ
る

「
こ
ろ
ぶ
「
｜
が
一
般
的
な
意
味
で
使
わ
れ
て
お
り
、
「
倒
れ
る
」
と
同
義

と
す
る
。
小
川
氏
に
は
「
能
の
滅
川
の
変
巡
１
台
を
め
ぐ
っ
て
（
）

（
二
）
ｌ
」
（
「
国
立
能
楽
堂
」
邸
・
靴
。
５
月
・
６
月
）
も
あ
る
。
羽
田

昶
氏
「
迩
而
は
素
顔
で
あ
る
」
ａ
能
楽
溢
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
Ｕ
は
、

「
直
面
も
仮
面
だ
」
と
す
る
言
説
を
否
定
し
、
そ
の
よ
っ
て
き
た
る
と

こ
ろ
を
考
え
る
。
三
宅
晶
子
氏
「
〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〉
人
間
国
宝
・
松
本

忠
雄
氏
に
聞
く
」
（
一
．
文
学
」
３
１
３
．
５
月
）
は
、
シ
テ
刀
痕
化
流
の

重
鎮
、
松
本
忠
雄
氏
に
演
技
の
実
際
を
語
ら
せ
る
。

簡
楽
的
研
究
。
渡
辺
康
・
一
色
忍
・
飯
塚
恵
理
人
氏
「
能
楽
言
８

ペ
ー
ジ
に
お
け
る
音
声
フ
ァ
イ
ル
の
扱
い
と
離
子
の
解
説
」
｛
相
山
女

学
闘
犬
学
一
・
文
化
情
報
学
部
紀
要
」
１
．
３
月
）
は
、
離
子
の
音
声

フ
ァ
イ
ル
を
言
３
ペ
ー
ジ
に
載
せ
る
こ
と
を
検
討
し
、
〈
真
ノ
来
序
〉

の
声
紋
分
析
を
行
い
、
楽
譜
を
減
せ
る
。
同
じ
三
氏
に
よ
る
「
〈
三
番
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【
能
楽
論
研
究
］

而
井
倫
子
氏
「
「
パ
ト
の
論
さ
れ
」
そ
し
て
「
名
望
」
ｌ
一
花
伝
」

を
手
が
か
り
に
ｌ
」
（
「
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｊ
ｌ
ｌ
｝
は
、
「
花
伝
」
等
に
表
れ
る

一
天
下
の
許
さ
れ
―
「
堵
望
」
の
語
意
の
変
化
を
追
い
、
世
阿
弥
の
論
の

鰹
側
を
そ
の
環
境
と
照
し
合
せ
て
考
え
る
。
柚
木
朝
子
氏
「
「
ば
う
を

く
」
小
者
１
世
阿
弥
の
音
曲
論
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
」
（
同
前
）
は
、
「
背
Ⅲ

ｎ
伝
，
一
で
能
の
音
曲
を
「
祝
言
一
と
「
ば
う
を
く
」
に
二
大
別
し
た
、

そ
の
「
ぱ
う
を
く
」
を
「
茅
屋
」
と
し
、
茅
屋
を
描
い
た
水
墨
画
な
ど

の
影
騨
下
に
、
祝
（
川
に
対
血
す
る
悲
し
み
の
鉱
Ⅱ
曲
を
こ
の
紺
で
衣
現
し

た
と
す
る
。
灘
野
川
奈
氏
「
世
阿
弥
の
一
児
」
秤
検
ｌ
「
砕
動
風
」

里
〉
の
楽
譜
化
と
声
紋
分
析
」
（
学
燈
社
一
．
国
文
学
」
７
月
）
も
〈
三
番

史
〉
の
三
つ
の
部
分
を
同
様
に
分
析
す
る
。

能
面
の
関
係
で
は
、
耐
野
春
雄
氏
「
Ⅱ
本
美
術
史
家
フ
リ
ー
ド
リ
ッ

ヒ
・
ベ
ル
チ
ン
ス
キ
ー
研
究
（
１
）
ｌ
古
川
次
郎
訳
「
Ⅱ
本
の
仮
耐
・
能

と
狂
言
」
を
中
心
に
ｌ
」
（
「
能
楽
研
究
」
配
）
が
、
ペ
ル
チ
ン
ス
キ
ー

に
よ
る
能
面
研
究
を
紹
介
し
、
副
題
の
齊
の
再
録
を
始
め
る
。
小
林
保

猯
氏
「
聯
川
面
の
検
討
ｌ
「
弱
法
師
」
の
場
合
ｌ
」
（
「
減
劇
研
究
」
あ
》

３
Ⅱ
）
は
、
弱
法
師
町
の
瀦
作
を
処
渡
し
、
聯
川
面
で
あ
る
が
ゆ
え
に

当
該
曲
の
解
釈
と
演
技
上
の
主
張
に
合
せ
て
何
タ
イ
プ
も
制
作
さ
れ
た

と
す
る
。
他
に
保
川
紹
雲
氏
「
世
襲
而
打
家
・
大
野
川
Ⅱ
家
の
使
用
し

た
手
本
耐
」
（
一
渦
古
屋
践
能
文
化
一
也
『
坑
弓
能
祐
子
氏
「
室
町
時

代
能
川
の
秘
密
を
探
る
‐
「
批
金
比
」
と
「
大
和
比
」
」
ｓ
能
楽
タ
イ

ム
ズ
」
川
。
６
月
）
な
ど
が
あ
る
。

「
力
動
風
」
の
位
相
の
変
遷
ｌ
」
二
侍
兼
山
論
叢
」
美
学
筋
秘
。
⑫
月
）

は
、
鬼
に
か
か
わ
る
論
と
能
の
変
容
を
見
て
、
「
冥
途
の
鬼
」
を
「
砕

助
風
一
に
減
ず
る
こ
と
を
考
え
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
他
の
分
野
と

関
係
す
る
が
、
こ
こ
で
あ
げ
て
お
く
。

尾
本
頼
彦
氏
。
奥
義
」
と
「
別
紙
、
伝
」
そ
の
先
後
関
係
と
世

阿
弥
能
楽
論
の
展
開
」
ｓ
芸
能
史
研
究
」
脇
。
７
月
｝
は
、
「
花
伝
」

の
成
立
過
秘
の
検
証
で
、
「
花
」
の
冊
懲
な
ど
を
考
え
て
、
’
１
奥
義
」
が

一
別
紙
Ⅱ
伝
」
に
先
行
す
る
と
す
る
。
同
氏
「
「
化
伝
節
三
川
騨
条
々
’

第
九
条
の
哨
補
問
題
」
Ｓ
來
海
能
楽
研
究
会
年
報
－
６
．
３
月
）
も
関

係
す
る
論
。
表
章
氏
「
「
世
阿
弥
と
禅
林
川
語
」
小
考
ｌ
「
ジ
ョ
ー
シ

キ
」
の
研
を
中
心
に
－
’
（
「
禅
文
化
研
究
所
紀
要
」
恥
。
旭
川
）
は
、

『
風
姿
化
伝
」
に
表
れ
る
「
ジ
ョ
ー
シ
キ
」
の
謡
を
趾
阿
弥
は
争
い
心

の
意
に
解
し
て
「
瀞
識
「
｜
の
文
字
を
念
頭
に
使
用
し
た
と
す
る
》
齋
藤

祐
一
氏
「
「
金
島
醤
」
と
そ
の
和
歌
」
〈
「
総
合
芸
術
と
し
て
の
能
－
８
）

は
、
「
金
川
曲
」
木
尾
の
和
歌
「
こ
れ
を
み
ん
…
」
の
「
ん
」
を
勧
総

の
助
動
制
と
し
、
慈
円
の
歌
に
よ
っ
た
も
の
と
す
る
〕

伊
吹
敦
氏
「
金
春
禅
竹
の
能
楽
論
に
見
る
禅
の
影
響
’
六
輪
一
露
説

を
中
心
に
（
下
）
」
二
束
洋
学
論
叢
」
幻
（
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
劃
）
。

３
Ⅱ
｝
は
、
中
川
神
水
史
研
究
荷
に
よ
る
腫
人
な
論
文
。
前
年
の
（
ｋ
）

で
、
六
輪
．
麟
説
が
仙
阿
称
の
思
想
を
継
承
し
つ
つ
組
織
し
仇
し
た
も

の
と
し
た
こ
と
を
受
け
、
六
輪
の
図
が
『
ｌ
牛
図
」
と
類
似
し
、
一
露

Ⅱ
一
剣
も
禅
に
由
来
す
る
と
し
て
、
六
輪
一
鱗
説
が
禅
思
想
の
強
い
影

騨
下
に
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
禅
竹
に
お
け
る
鋭
の
変
避
を
追
い
、
そ

れ
が
Ⅱ
本
に
お
け
る
禅
思
想
の
変
化
と
対
応
し
て
い
る
と
す
る
。
研
究
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史
も
き
ち
ん
と
踏
ま
え
ら
れ
て
お
り
、
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
。

ジ
ェ
イ
・
ル
ー
ビ
ン
氏
「
「
風
姿
花
伝
」
の
不
思
議
な
沈
黙
「
’
（
｜
能

楽
研
究
」
芭
は
、
仙
阿
弥
の
伝
沸
に
能
の
作
品
の
文
学
性
を
論
ず
る

こ
と
か
な
い
不
思
議
さ
を
述
べ
る
。
金
賢
旭
氏
「
稲
荷
の
翁
と
禅
竹
の

翁
」
二
銚
仙
」
鯛
。
１
月
）
は
稲
荷
縁
起
か
ら
翁
を
考
え
、
禅
竹
の
伝

非
に
及
ぶ
。
岩
崎
雅
彦
氏
「
小
町
の
風
姿
一
．
玉
造
小
町
子
壮
変
諜
」

と
世
阿
弥
能
楽
論
ｌ
」
（
同
前
型
は
「
玉
造
小
町
子
壮
衰
書
」
の
「
風

姿
」
の
詔
か
ら
肚
阿
弥
が
「
風
姿
一
を
Ⅲ
い
た
か
と
す
る
。

【
狂
言
研
究
］

こ
の
年
は
征
一
両
研
究
に
収
機
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
ま
ず
溢
料

か
ら
◎
雲
形
本
研
究
会
「
［
翻
刻
］
和
泉
流
狂
一
一
両
一
六
儀
」
兀
喬
本

く
し
二
（
「
能
楽
溢
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
凶
は
、
山
脇
和
泉
家
に
伝
え

ら
れ
た
台
本
の
翻
刻
。
な
ん
と
ｎ
代
九
編
の
台
本
が
出
現
し
た
の
で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
一
四
曲
し
か
な
く
、
（
上
）
に
は
そ
の
う
ち
七
曲
が
収

め
ら
れ
る
。
端
子
の
解
脱
が
付
さ
れ
る
が
、
和
泉
流
減
出
の
変
避
を
た

ど
る
本
格
的
な
研
究
は
今
後
に
期
待
し
た
い
。
小
川
幸
子
氏
「
資
料

紐
介
〕
「
Ⅲ
拍
子
灘
」
の
翻
刻
と
解
題
」
ｓ
芸
能
の
科
学
」
羽
。
３

Ⅱ
）
は
、
山
本
束
次
郎
家
蔵
の
大
蔵
虎
明
日
兼
の
Ⅲ
狂
言
・
拍
子
舞
の

台
本
の
翻
刻
。
虎
明
自
筆
資
料
の
紹
介
が
続
く
。

愉
本
軌
生
「
古
川
文
庫
職
叫
Ⅱ
録
（
付
能
・
征
一
価
浅
科
解
題
）
」
（
一
能

楽
研
究
」
恥
）
は
、
古
川
久
氏
旧
蔵
書
の
目
録
で
、
能
・
狂
一
高
資
料
に

は
詳
細
な
解
題
を
付
す
。
能
の
資
料
も
あ
る
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
狂

薗
関
係
の
資
料
が
多
く
、
こ
こ
に
あ
げ
る
。
鴻
山
文
庫
（
狂
蘭
関
係
溝

科
の
解
題
は
来
年
度
刊
行
の
予
定
）
と
合
せ
て
、
征
一
一
Ｍ
に
関
し
て
も
能

楽
研
究
所
が
一
大
宝
庫
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
な
お
「
一
軍
大
蔵

八
打
術
門
派
三
Ⅲ
狂
一
高
本
」
の
第
一
Ⅲ
は
脚
会
図
沸
館
蔵
山
川
弥
兵
術

本
館
十
二
冊
の
狂
言
台
本
と
同
内
容
で
あ
っ
た
こ
こ
の
場
を
借
り
て

補
っ
て
お
く
。

多
比
羅
拓
氏
「
鷺
流
狂
言
伝
澱
係
教
本
の
注
鼬
に
関
す
る
考
察
ｌ

「
道
理
」
巷
」
弓
学
芸
国
語
国
文
学
」
制
。
３
月
）
は
、
享
保
保
教
本
の

注
記
に
炎
れ
る
「
道
理
」
の
川
例
を
検
討
し
、
櫛
苫
の
意
識
を
さ
ぐ
る
。

こ
の
編
者
は
保
教
だ
が
、
同
氏
一
鷺
保
教
本
「
芸
穂
古
伝
」
小
考
ｌ

「
白
人
」
「
敦
方
」
を
中
心
に
ｌ
」
（
東
京
学
芸
大
学
中
世
文
芸
ゼ
ミ

「
耐
」
５
．
７
Ⅱ
）
は
、
保
教
で
は
な
い
そ
の
本
文
の
縦
者
を
考
え
る
も

の
で
、
「
白
人
所
持
」
の
本
で
あ
り
、
「
敦
方
」
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
指
導
者
の
た
め
の
爽
践
的
な
狂
両
伝
岬
で
あ
っ
た
と
す
る
。

次
に
史
的
研
究
。
関
歴
俊
彦
氏
二
大
蔵
虎
明
と
天
海
」
序
説
」
（
関

西
大
学
「
同
文
紫
」
脇
・
別
。
１
月
）
は
、
大
職
弥
右
衛
門
家
蔵
「
寛

水
十
二
年
犬
獅
相
伝
進
子
本
一
を
機
縁
に
、
大
蔵
虎
川
と
天
海
の
関
係

を
「
わ
ら
ん
べ
草
」
の
記
述
な
ど
に
よ
っ
て
追
い
、
虎
明
の
作
品
解
釈

に
も
犬
獅
の
影
騨
が
あ
る
か
と
す
る
。
根
岸
理
子
氏
「
泉
祐
三
郎
一
雁

始
末
記
」
言
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
型
は
、
近
代
に
能
楽
に
手

を
加
え
て
新
た
な
芸
能
を
作
ろ
う
と
し
た
今
様
能
狂
言
を
扱
う
も
の
で
、

能
に
も
関
係
す
る
が
、
こ
こ
で
あ
げ
る
。
粘
り
強
い
探
索
に
よ
っ
て
一

座
を
興
し
た
泉
祐
三
郎
・
房
夫
妻
の
次
女
蕪
の
義
理
の
孫
と
い
う
人
を

探
し
出
し
、
得
ら
れ
た
資
料
に
よ
っ
て
一
座
の
艦
衰
を
克
明
に
た
ど
る
。

作
品
研
究
で
は
複
数
曲
に
わ
た
る
も
の
か
ら
。
網
本
尚
子
氏
「
連
歌
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を
詠
む
狂
言
」
（
「
文
学
」
３
１
２
．
３
月
）
は
、
氏
の
狂
言
と
連
歌
の

関
述
の
一
連
の
考
察
を
踏
ま
え
、
舞
台
上
で
述
歌
が
詠
ま
れ
る
〈
連
歌

盗
人
〉
〈
富
士
松
〉
等
を
分
析
し
て
、
連
歌
の
徳
を
表
現
し
よ
う
と
し
て

形
成
さ
れ
た
と
す
る
。
田
川
和
夫
氏
「
元
興
寺
の
鬼
と
夜
叉
ｌ
説
話
と

狂
言
の
間
ｌ
」
（
文
教
大
学
「
言
語
と
文
化
」
Ｍ
ｏ
３
Ⅱ
）
は
、
元
興
寺

の
鬼
と
夜
叉
が
混
同
さ
れ
て
伝
説
化
し
、
武
悪
面
を
使
う
狂
一
一
両
の
演
出

に
及
ぶ
こ
と
、
そ
し
て
瀞
外
Ⅱ
〈
鬼
不
切
〉
創
作
と
の
関
係
を
説
く
。
Ⅲ

氏
「
狂
言
に
描
か
れ
た
人
間
像
」
二
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
旧
）

は
公
Ⅲ
繊
座
の
記
録
で
、
天
正
本
の
狂
言
に
現
れ
る
女
性
像
を
考
え
る
。

熱
田
弘
子
氏
一
．
女
の
オ
ン
ブ
・
男
の
オ
ン
ブ
中
仙
の
セ
ク
シ
ユ
ア
リ

テ
ィ
ー
ー
」
（
「
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
み
る
日
本
の
歴

史
・
’
吉
川
弘
文
節
。
６
月
）
は
、
大
蔵
虎
川
本
に
几
え
る
オ
ン
プ
の
減

技
を
検
討
し
、
性
的
誘
い
を
示
す
し
ぐ
さ
と
し
、
男
女
と
も
に
す
る
こ

と
か
ら
、
性
的
欲
求
の
感
怖
表
現
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
ま
だ
成
立

し
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
。
オ
ン
ブ
ヘ
の
称
Ⅱ
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
し
、
舞
台
に
接
し
て
い
れ
ば
見
落
す
は
ず
の
な
い
オ
ン
プ
が
他
に

あ
っ
た
り
も
す
る
が
、
歴
史
研
究
肴
に
よ
っ
て
狂
笥
が
溢
科
と
し
て
ま

と
も
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
注
Ⅱ
し
た
い
。

次
に
個
別
の
作
品
研
究
。
藤
岡
道
子
氏
「
狂
言
と
地
蔵
信
仰
Ｉ
「
川

止
」
の
場
〈
Ⅱ
Ｉ
」
（
一
．
収
洋
祈
学
研
究
所
紀
要
」
Ⅳ
。
ｌ
Ⅱ
）
は
、
行
峨

に
川
上
の
地
が
修
験
の
文
化
圏
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
す
る
。
た
だ

そ
の
上
で
〈
川
上
〉
を
吉
野
猿
楽
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
の
は
高
い
過
ぎ

で
あ
ろ
う
。
特
定
の
地
荊
が
あ
れ
ば
ご
当
地
狂
言
と
い
う
こ
と
に
は
な

る
ま
い
。
岩
崎
雅
彦
氏
「
地
蔵
菩
薩
と
子
ど
も
ｌ
「
宇
治
拾
遺
物
語
」

第
十
六
話
と
狂
言
「
金
津
地
蔵
」
ｌ
」
（
「
日
本
文
学
」
７
月
）
も
地
蔵

偏
仰
を
扱
う
。
〈
金
津
地
蔵
〉
は
「
宇
治
拾
遺
物
誌
」
の
説
納
の
榊
成
と

類
似
し
、
そ
の
演
技
は
地
蔵
オ
ブ
イ
な
ど
の
民
俗
行
事
と
共
通
し
て
お

り
、
地
蔵
偏
仰
の
あ
り
よ
う
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

中
野
真
麻
邸
氏
一
巣
山
伏
孜
」
Ｓ
成
城
国
文
学
」
焔
。
３
月
）
は
、

巣
の
イ
メ
ー
ジ
を
御
伽
草
子
等
に
よ
っ
て
修
験
道
に
縁
の
深
い
烏
で

あ
っ
た
と
し
、
そ
の
巣
と
山
伏
を
対
峅
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
〈
巣
〈
巣
山

伏
）
〉
の
眼
目
が
あ
る
と
す
る
。
ま
た
山
伏
の
呪
文
の
「
橋
の
下
の
薗

仏
，
）
も
と
し
の
．
．
Ｔ
ソ

蒲
」
が
「
和
漢
朗
詠
集
」
の
白
喘
易
の
詩
に
あ
る
「
階
の
底
の
勝
蔽
」

か
ら
出
た
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
う
だ
っ
た
の
か
と
膝
を
打
つ
卓
見
で
あ

る
。
な
お
同
氏
「
巣
の
懸
想
文
ｉ
越
後
米
山
薬
師
の
こ
と
ｌ
」
（
「
説
話

諭
災
一
十
一
染
。
滴
文
堂
。
８
Ⅱ
）
も
側
辿
す
る
。

内
山
弘
氏
「
狂
言
「
勝
菜
」
老
」
（
「
国
語
国
文
薩
摩
路
」
妬
。
３

月
｝
は
、
天
正
本
を
読
み
直
す
も
の
で
、
人
物
設
定
が
江
戸
以
降
の
台

本
と
大
き
く
迷
っ
て
い
た
と
す
る
。
江
加
以
降
の
変
遷
に
及
ぶ
が
、
そ

れ
に
は
見
る
べ
き
台
本
が
も
っ
と
あ
る
。
稲
田
秀
雄
氏
一
狂
言
「
右
近

左
近
（
内
沙
汰
｝
」
の
作
劇
法
」
二
山
、
県
立
大
学
脚
際
文
化
学
祁
紀

要
」
８
．
３
Ⅱ
）
は
、
訴
訟
の
稽
古
の
場
伽
が
劇
中
劇
と
し
て
は
め
こ

ま
れ
て
い
る
と
し
、
地
頭
を
仲
裁
者
と
す
る
争
い
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ

に
説
赫
世
界
に
類
例
が
兄
川
さ
れ
る
と
す
る
。
川
崎
未
知
氏
「
狂
浦
台

本
比
較
を
通
し
て
み
た
狂
言
台
本
の
構
成
ｌ
雲
形
本
〈
釣
狐
〉
に
即
し

て
ｌ
」
（
愛
知
淑
徳
大
学
「
一
百
譜
文
化
」
皿
》
３
月
）
は
、
脆
く
殺
生
石
〉

と
の
関
連
か
ら
考
え
る
。
林
和
利
氏
「
狂
言
「
右
流
左
止
」
の
変
遷
と

類
型
曲
の
系
譜
」
（
「
名
古
屋
女
子
大
学
紀
要
一
蛤
。
３
月
）
は
、
野
村
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又
三
郎
家
台
本
を
紹
介
し
、
大
蔵
虎
明
本
に
近
い
頃
の
古
い
演
出
を
伝

え
て
い
る
と
す
る
が
、
な
ぜ
そ
う
な
の
か
、
全
町
的
な
検
制
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
ま
た
〈
右
流
左
吐
〉
が
言
葉
争
い
物
の
中
で
爪
婆
な
位
悩
に
あ

る
と
す
る
が
、
前
提
と
さ
れ
る
狂
言
の
先
後
関
係
の
判
断
基
準
に
は
疑

問
が
残
る
。

地
〃
の
妊
布
を
扱
う
も
の
に
川
本
町
川
子
氏
「
賜
瀬
狂
》
一
郡
Ⅱ
盗
科
の
紹
介

（
３
）
ｌ
「
琵
越
課
」
「
狐
脳
鼓
」
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
学
苑
」
剛
。
２
川
）

が
あ
り
、
伊
勢
市
馬
瀬
町
に
伝
わ
る
狂
言
台
本
を
紹
介
す
る
。
副
題
の

二
曲
は
仙
助
座
の
征
一
一
ｍ
師
か
ら
伝
授
さ
れ
た
も
の
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

滅
川
研
究
で
は
、
重
洲
裕
子
氏
「
楽
劇
と
し
て
の
狐
．
一
’
Ｍ
１
歌
謡
を
中

心
に
Ｉ
」
（
『
能
楽
査
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
旧
）
は
公
開
識
座
の
記
録
で
、

狂
言
歌
謡
を
概
観
し
、
小
舞
謡
〈
七
つ
子
〉
を
分
析
す
る
。
藤
岡
道
子
氏

「
ｆ
手
梅
洲
の
能
狂
藝
一
、
絵
ｌ
福
尾
家
蔵
扇
面
能
狂
一
一
ｍ
絵
一
《
．
↑
而
一
（
「
聖

阯
久
学
院
虹
川
人
学
研
究
紀
奨
一
釦
３
Ⅱ
）
は
、
剛
迦
の
絵
を
兇
川

し
て
の
紹
介
で
、
全
図
の
が
典
を
蚊
せ
る
。
同
氏
「
国
立
能
楽
堂
蔵

「
狂
言
画
帖
二
能
狂
言
凹
帖
」
の
筆
者
は
誰
か
」
（
「
東
海
能
楽
研
究
会

年
報
」
６
）
も
こ
れ
と
関
連
し
、
「
狂
－
，
画
帖
一
は
梅
洲
の
弟
菊
洲
、

「
能
狂
一
・
両
阿
帖
」
は
父
染
洲
の
も
の
と
す
る
。

賎
後
に
国
語
学
的
研
究
⑪
小
林
賢
次
氏
「
言
語
資
料
と
し
て
の
天
理

図
書
館
蔵
「
狂
言
大
外
」
「
狂
言
新
」
」
（
東
京
女
子
大
学
一
日
本
文
学
一

Ｗ
。
３
月
）
は
、
こ
ん
な
本
ま
で
対
象
と
さ
れ
る
の
か
と
驚
く
が
、
一
狂

耐
三
面
播
災
」
の
翻
刻
本
文
と
の
か
か
わ
り
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
た
も

の
の
よ
う
で
、
そ
の
校
訂
に
言
及
す
る
。
同
氏
「
天
理
図
書
館
蔵
一
狂

言
人
外
」
に
お
け
る
シ
ャ
ル
・
サ
シ
ャ
ル
敬
語
一
（
「
人
文
学
雛
」
剛
。

遅
れ
を
取
り
灰
す
べ
く
こ
の
年
を
狐
野
し
た
が
、
Ⅱ
録
軸
が
ま
だ

整
っ
て
お
ら
ず
、
見
落
と
し
が
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
ご
寛
恕
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
論
文
発
表
の
際
に
は
、
能
楽
研
究
所
へ
も
抜
刷
を
送
付
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

３
月
）
は
関
連
す
る
も
の
で
、
「
狂
言
人
外
」
に
「
サ
ル
・
サ
シ
ャ
ル
」

が
兄
ら
れ
ろ
の
に
対
し
て
、
「
狂
一
一
．
．
川
筋
」
で
は
「
セ
ラ
ル
・
サ
セ
ラ

ル
」
に
統
一
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
同
氏
「
肌
接
の
接
続
助
詞
「
卜
」

再
考
ｌ
狂
言
台
本
に
み
る
近
代
語
表
現
の
流
れ
ｌ
」
（
「
国
語
と
国
文

学
一
ｎ
月
）
は
、
狂
一
両
台
本
に
お
け
る
順
接
の
「
卜
一
の
考
察
の
続
稿

で
、
江
戸
中
川
以
後
の
台
本
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

朝
留
和
洋
氏
「
狂
言
台
本
に
お
け
る
「
新
地
」
と
一
新
知
」
ｌ
そ
の

表
記
法
に
つ
い
て
」
二
中
央
大
学
国
文
」
帽
。
２
月
）
は
、
狂
言
の

在
京
大
名
が
言
う
「
し
ん
ち
を
過
分
に
拝
領
し
一
の
一
し
ん
ち
」
の
衣

槌
に
「
新
地
」
「
新
知
」
の
川
様
あ
り
、
何
鍵
に
Ⅲ
い
ら
れ
て
い
る
と

す
る
》
大
倉
浩
氏
「
祝
本
郷
一
両
災
に
つ
い
て
ｌ
狂
言
記
・
他
台
本
と
の

比
較
か
ら
ｌ
」
（
「
文
芸
言
語
研
究
・
言
語
篇
一
畑
。
３
月
）
は
、
前
述

の
祝
本
の
Ⅲ
締
や
廿
使
に
つ
い
て
膠
察
す
る
。
綱
嶋
健
仲
氏
一
巾
阯
米

川
Ⅱ
本
船
の
～
夕
に
つ
い
て
終
止
法
で
状
態
を
炎
し
て
い
る
場
合
を

中
心
に
ｌ
」
（
『
圃
蔚
同
文
」
８
月
）
は
、
狂
商
台
本
の
用
例
を
引
い
て
、

「
～
夕
」
と
「
～
テ
イ
ル
｜
「
～
テ
ア
ル
」
と
を
対
比
す
る
。
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